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水
産
庁
は
「
漁
村
の
活
性

化
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
９
日
、
東
京
・

芝
公
園
の
東
京
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｐ
浜
松
町

で
開
い
た
。
は
こ
だ
て
未
来

大
学
の
長
野
章
教
授
や
近
畿

大
学
の
日
高
健
准
教
授
が
６

次
産
業
化
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド

化
や
都
市
漁
村
交
流
な
ど
に

つ
い
て
基
調
講
演
を
行
っ
た

ほ
か
、
様
々
な
取
り
組
み
を

行
う
各
地
の
漁
協
が
事
例
報

告
を
行
っ
た
。

水
産
庁
の
橋
本
牧
漁
港
漁

場
整
備
部
長
は
「
地
域
の

人
々
が
地
域
の
持
つ
価
値
を

客
観
的
に
評
価
し
、
地
域
全

体
で
愛
情
を
持
っ
て
育
て
、

新
し
い
視
点
で
ア
ピ
ー
ル
し

続
け
て
い
く
こ
と
が
漁
村
を

活
性
化
す
る
上
で
重
要
」
と

冒
頭
挨
拶
し
た
。

長
野
教
授
は
６
次
産
業
化

を
道
内
２３
地
域
で
推
進
す
る

「
北
海
道
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
取
り
組

み
な
ど
を

紹
介
。
歯

舞
地
区
で

の
具
体
例

を
示
し
、

「
長
期
的

目
標
を
設

定
し
、
Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

（
計
画
・

実
行
・
評

価
・
改
善
）
を
取
り
入
れ
た

戦
略
が
６
次
産
業
化
に
必

要
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、
「
地
域
所
得
を
増

や
す
こ
と
が
最
終
的
な
目

的
」
と
指
摘
し
、
町
民
１
人

あ
た
り
の
所
得
を
指
標
と
し

た
地
域
ご
と
の
比
較
分
析
な

ど
を
行
っ
た
。

６
次
産
業
化
に
向
け
た
課

題
と
し
て
�
基
盤
整
備
の
必

要
性
�
川
上
か
ら
川
下
ま
で

の
垂
直
情
報
の
提
供
�
情
報

の
国
際
化
―
―
を
挙
げ
た
。

基
調
講
演
に
続
き
、
北
海

道
厚
岸
地
域
（
川
尻
敏
治
氏
、

厚
岸
漁
協
市
場
部
長
）
、
長

崎
県
対
馬
地
域
（
宇
津
井
千

賀
志
氏
、
上
対
馬
町
漁
協
・

指
導
漁
業
士
）
、
北
海
道
根

室
市
落
石
地
域
（
長
山
和
雄

氏
、
落
石
漁
協
専
務
）
、
沖

縄
県
竹
富
町
小
浜
島
細
崎
地

域
（
比
嘉
誠
氏
、
大
城
洋
一

氏
、
細
崎
ま
～
る
新
鮮
隊
）

が
そ
れ
ぞ
れ
事
例
を
報
告
。

そ
の
後
、
基
調
講
演
、
事

例
報
告
を
踏
ま
え
、
活
発
な

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
高
知
大
学
副
学
長
の
受
田

浩
之
副
学
長
の
進
行
で
行
わ

れ
た
。
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全
国
漁
港
漁
場
協
会
は
３

月
３
日
午
後
１
時
か
ら
東
京

・
新
宿
区
の
早
稲
田
大
学
に

お
い
て
、
早
稲
田
都
市
計
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
共
催
で
平
成

２２
年
度
漁
港
漁
場
協
会
女
性

役
員
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
。こ

の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
平
成

１２
年
度
か
ら
毎
年
継
続
し
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
漁
村

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
は
、

漁
村
の
暮
ら
し
に
主
体
的
に

関
わ
る
女
性
の
意
見
や
力
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
力
を
一
層
発
揮
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
漁
村
づ
く
り

に
お
け
る
女
性
の
役
割
、
地

域
資
源
の
活
用
と
女
性
の
取

組
等
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

や
現
地
視
察
な
ど
を
行
っ
て

き
た
。

昨
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
や
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実

態
を
踏
ま
え
、
今
後
の
漁
港

・
漁
場
・
漁
村
の
整
備
と
そ

の
利
用
の
あ
り
方
や
関
連
施

策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
、
望
ま
し
い
施
策
等
に
つ

い
て
提
案
を
ま
と
め
た
。

し
か
し
、
水
産
業
や
漁
村

の
関
係
者
と
い
う
内
輪
の
議

論
だ
け
で
な
く
、
消
費
者
で

あ
る
都
市
住
民
と
生
産
者
あ

る
い
は
都
市
と
漁
村
と
の
間

の
議
論
も
必
要
で
あ
る
。
産

地
と
消
費
地
の
関
係
か
ら
新

た
な
地
域
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
の
都
市
漁
村
の
関

係
の
あ
り
方
を
、
漁
村
の
最

大
の
魅
力
で
あ
り
武
器
で
あ

る
「
食
」
を
通
じ
て
考
え
よ

う
と
、
今
回
は
早
稲
田
都
市

計
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
の
共
催

セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

先
ず
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
幹
事

で
も
あ
る
富
田
宏
�
漁
村
計

画
代
表
に
よ
る
都
市
住
民
と

漁
村
住
民
の
「
食
」
や
「
流

通
・
直
販
」
を
通
じ
た
連
携

に
焦
点
を
あ
て
た
議
論
を
進

め
る
旨
の
趣
旨
説
明
と
関
い

ず
み
東
海
大
学
准
教
授
に
よ

る
漁
村
女

性
の
活
動

の
全
体
像

の
説
明
の

後
、
事
例

紹
介
を
行

っ
た
。

事
例
紹

介
は
、
川

名
正
子
神

奈
川
県
漁

協
女
性
部

連
絡
協
議

会
会
長
に

よ
る
「
浜
の
母
ち
ゃ
ん
の
店
」

の
開
業
、
魚
食
普
及
活
動
と

喜
田
ヒ
サ
子
愛
媛
県
漁
協
女

性
部
連
合
会
副
会
長
に
よ
る

魚
食
普
及
活
動
と
し
て
の
加

工
事
業
や
植
樹
活
動
の
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
富
田
氏
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
乾
政
秀
�

水
土
舎
代
表
、
大
澤
信
一
�

日
本
総
研
主
任
研
究
員
、
安

井
浩
和
こ
だ
わ
り
商
店
稲
毛

屋
店
主
（
早
稲
田
大
隅
通
り

商
店
会
）
、
関
さ
ん
、
川
名

さ
ん
及
び
喜
田
さ
ん
を
パ
ネ

リ
ス
ト
に
漁
村
活
性
化
の
方

法
論
と
し
て
の
直
販
事
業
の

可
能
性
と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。乾

氏
と
大
澤
氏
に
よ
る
水

産
物
及
び
農
産
物
直
販
に
関

す
る
持
論
と
事
例
紹
介
が
あ

り
、
安
井
氏
か
ら
商
店
主
と

し
て
の
こ
だ
わ
り
、
コ
ン
セ

プ
ト
に
つ
い
て
の
話
の
後
意

見
交
換
に
入
っ
た
。
出
席
者

か
ら
は
、
各
地
域
の
漁
協
、

後
継
者
、
仲
買
等
の
事
情
に

よ
り
産
直
、
直
販
の
取
り
組

み
方
に
違
い
が
あ
る
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
修
了
後
、
同
じ

会
場
で
各
地
域
か
ら
持
ち
寄

っ
た
水
産
加
工
品
と
早
稲
田

地
ビ
ー
ル
に
よ
る
懇
談
会
が

行
わ
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
に
引
き

続
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

各
県
漁
港
漁
場
協
会
女
性

役
員
の
出
席
者
は
次
の
通
り

（
肩
書
き
・
敬
称
略
）。

熊
谷
ヒ
サ
子
（
青
森
）
△

盛
合
敏
子
（
岩
手
）
△
尾
山

春
枝
（
富
山
）
△
川
名
正
子

（
神
奈
川
）
△
酒
井
絹
枝
（
広

島
）
△
西
野
妙
子
（
山
口
）

△
喜
田
ヒ
サ
子
（
愛
媛
）
△

澳
本
冴
子
、
上
野
敏
恵
（
高

知
）
△
宇
都
鈴
江
（
鹿
児
島
）

△
新
立
弘
子
（
沖
縄
）

水
産
庁
の
第
２
回
水
産
関

係
公
共
事
業
に
関
す
る
事
業

評
価
技
術
検
討
会
（
座
長：

岡
安
章
夫
東
京
海
洋
大
学
教

授
）
が
、
３
月
１
日
に
水
産

庁
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

水
産
庁
が
行
う
事
前
評
価

（
事
業
に
着
手
す
る
に
当
た

っ
て
の
評
価
）
、
期
中
評
価

（
継
続
事
業
で
評
価
後
５
年

を
経
過
し
た
事
業
等
を
評

価
）
、
完
了
後
評
価
（
事
業

が
完
了
し
た
後
に
行
う
評

価
）
等
に
つ
い
て
客
観
性
の

向
上
等
を
図
る
た
め
、
専
門

的
立
場
か
ら
技
術
的
助
言
を

得
る
た
め
行
わ
れ
て
い
る
。

事
前
評
価
と
し
て
は
、
２３

年
度
着
工
予
定
の
千
葉
県
勝

浦
漁
港
、
長
崎
漁
港
、
鹿
児

島
県
枕
崎
漁
港
に
お
け
る
水

産
流
通
基
盤
整
備
事
業
他
４

事
業
が
検
討
さ
れ
た
。
水
産

流
通
基
盤
整
備
事
業
は
、
漁

港
で
高
度
な
衛
生
管
理
を
導

入
す
る
た
め
に
耐
震
性
の
高

い
岸
壁
と
荷
捌
き
書
を
一
体

的
に
整
備
す
る
事
業
で
、
い

ず
れ
も
「
漁
獲
物
付
加
価
値

化
の
効
果
」
を
中
心
と
し
た

費
用
便
益
比
Ｂ
／
Ｃ
が
、
１

・
２
～
５
・
７
と
評
価
さ
れ
、

更
に
貨
幣
化
が
困
難
な
効
果

と
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ

る
販
路
拡
大
、
水
産
業
を
核

と
し
た
観
光
産
業
の
創
出
、

背
後
加
工
団
地
の
活
性
化
、

輸
出
に
よ
る
国
際
競
争
力
の

向
上
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

期
中
評
価
と
し
て
は
、
北

海
道
の
苫
前
漁
港
及
び
歯
舞

漁
港
に
お
け
る
直
轄
漁
港
整

備
等
５
事
業
が
検
討
さ
れ

た
。
苫
前
漁
港
で
は
総
合
的

な
衛
生
管
理
の
導
入
と
ホ
タ

テ
種
苗
の
品
質
向
上
の
た
め

の
岸
壁
や
泊
地
の
整
備
が
必

要
と
な
っ
た
こ
と
、
歯
舞
漁

港
で
は
漁
港
合
併
に
伴
う
避

難
機
能
の
分
担
化
、
衛
生
管

理
の
高
度
化
の
た
め
の
整
備

が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

の
事
業
見
直
し
を
行
っ
た
結

果
、
費
用
便
益
比
率
は
そ
れ

ぞ
れ
１
・
６
、
１
・
７
と
評

価
さ
れ
た
。

検
討
会
で
は
、
こ
の
ほ
か

完
了
後
評
価
と
し
て
２２
事
業

が
検
討
さ
れ
、
水
産
庁
の
評

価
の
考
え
方
、
評
価
方
法
に

つ
い
て
了
承
さ
れ
た
。

第
５２
回
漁
港
漁
場
協
会
事

務
担
当
者
連
絡
協
議
会
が
２

月
１４
日
、
東
京
・
大
手
町
の

コ
ー
プ
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
、

来
賓
の
橋
本
牧
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
長
、
講
師
の
田

中
郁
也
計
画
課
課
長
補
佐
、

森
健
二
整
備
課
課
長
補
佐
、

都
道
府
県
漁
港
漁
場
協
会
と

全
国
漁
港
漁
場
協
会
の
役
職

員
約
７０
名
が
出
席
し
た
。

田
中
潤
兒
全
国
漁
港
漁
場

協
会
会
長
が
「
来
年
度
予
算

は
水
産
基
盤
整
備
事
業
関
係

の
非
公
共
事
業
は
充
実
し
て

い
る
も
の
の
、
公
共
事
業
は

大
幅
減
と
な
り
大
変
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
水
産

業
の
発
展
・
漁
村
の
活
性
化

に
水
産
公
共
事
業
の
必
要
性

を
訴
え
て
い
く
地
道
な
活
動

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

い
る
。
水
産
業
や
漁
村
の
声

が
的
確
に
政
府
に
届
く
よ
う

に
皆
様
と
と
も
に
提
案
・
要

望
活
動
を
進
め
た
い
。

本
会
の
運
営
に
つ
い
て
は

事
業
費
の
減
少
等
に
よ
り
各

県
協
会
を
含
め
、
取
巻
く
環

境
は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
経
費
削
減
を
進
め
る
と

同
時
に
国
等
か
ら
の
委
託
事

業
の
獲
得
に
も
努
め
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

来
賓
の
橋
本
部
長
が
「
平

成
２３
年
度
予
算
案
を
作
成
す

る
に
あ
た
っ
て
考
え
て
い
る

こ
と
」
と
題
し
、
次
の
内
容

の
講
演
が
あ
っ
た
。

「
新
年
度
の
施
策
の
ポ
イ

ン
ト
は
二
つ
あ
り
、
ひ
と
つ

は
『
資
源
を
増
や
す
』
こ
と

だ
が
、
魚
が
ど
こ
で
生
ま
れ
、

ど
こ
で
育
つ
か
と
い
う
成
長

段
階
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
全

体
的
に
魚
を
増
や
す
方
向
で

進
め
て
い
く
。
二
つ
目
は
『
競

争
力
を
つ
け
る
た
め
に
衛
生

管
理
を
進
め
る
』
こ
と
で
、

特
三
の
１３
漁
港
の
衛
生
管
理

を
一
挙
に
進
め
て
い
く
こ
と

で
、
全
体
の
底
上
げ
を
図
り

た
い
。
生
産
者
が
頑
張
る
基

盤
づ
く
り
、
輸
出
を
含
む
新

た
な
水
産
物
流
通
に
対
応
可

能
な
生
産
地
づ
く
り
と
し
て

衛
生
管
理
に
力
を
入
れ
て
い

く
。食

料
資
源
を
取
巻
く
世
界

の
状
況
を
見
る
と
、
食
糧
需

給
は
逼
迫
の
可
能
性
を
示

し
、
穀
物
需
給
は
厳
し
く
な

っ
て
い
る
。
我
が
国
の
水
産

物
輸
出
は
近
年
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
日
本
の
水
産
物
の

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
（
天
然

魚
、
衛
生
管
理
、
魚
食
文
化
）

を
も
っ
て
し
て
輸
出
拡
大
を

図
っ
て
い
け
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。」

続
い
て
、
議
事
に
入
り
、

全
国
協
会
の
２２
年
度
事
業
経

過
報
告
及
び
２３
年
度
事
業
計

画
案
及
び
会
費
案
つ
い
て
田

村
参
与
が
資
料
に
基
づ
き
説

明
し
、
了
承
さ
れ
た
。
続
い

て
１０
月
２０
日
に
青
森
県
で
開

催
予
定
の
第
６３
回
全
国
漁
港

漁
場
大
会
に
つ
い
て
鹿
田
理

事
と
�
青
森
県
漁
港
漁
場
協

会
の
原
口
専
務
理
事
と
高
橋

総
務
課
長
が
説
明
を
行
っ

た
。
引
続
き
、
鹿
田
理
事
が

「
女
性
役
員
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
に
つ
い
て
」、
「
公
益
法
人

制
度
改
革
へ
の
対
応
状
況
に

つ
い
て
」
の
説
明
を
し
、
水

産
基
盤
整
備
事
業
予
算
の
減

少
傾
向
に
対
し
、
今
後
の
水

産
業
振
興
・
地
域
振
興
の
た

め
に
、
そ
の
重
要
性
を
強
く

世
論
に
訴
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
各
県
協
会
と
全
国
協

会
が
問
題
意
識
を
共
有
し
、

知
恵
を
出
し
進
め
て
行
き
た

い
と
全
国
協
会
の
考
え
方
を

説
明
し
、
議
事
を
終
了
し
た
。

三
陸
沖
に
お
い
て
発
生
し
た
未
曾
有
の
大
地
震
及
び

大
津
波
に
よ
り
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
衷
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
未
だ
安
否
の
確

認
が
と
れ
な
い
皆
様
の
ご
無
事
を
心
よ
り
祈
っ
て
お
り

ま
す
。

想
定
以
上
の
大
津
波
が
来
襲
し
た
た
め
沿
海
部
の
被

害
が
甚
大
で
、
多
く
の
漁
業
者
が
犠
牲
に
な
っ
た
ほ
か
、

水
産
都
市
、
漁
村
に
壊
滅
的
な
被
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。

あ
ま
り
に
大
き
な
災
害
の
た
め
被
害
の
全
容
は
現
時
点

で
は
不
明
で
す
が
、
こ
の
復
興
の
た
め
に
は
国
を
は
じ

め
関
係
県
・
市
町
村
及
び
関
係
す
る
団
体
が
密
接
な
連

携
を
取
り
、
力
を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

全
国
漁
港
漁
場
協
会
と
し
て
も
、
一
日
も
早
い
復
興

に
向
け
、
必
要
な
支
援
、
要
請
活
動
等
に
全
力
で
取
組

み
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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６
次
産
業
化
や
都
市
漁
村
交
流
な
ど

漁漁村村のの活活性性化化ととはは何何かか

水産庁がシンポジウム開催

水産関係公共事業

の評価技術検討会

水産庁が第２回

漁
港
漁
場
協
会
事
務
担
当
者

漁 港 漁 場 月 報

講演する長野教授

連
絡
協
議
会
を
開
催

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

都
市
と
の
関
係
再
構
築
の
方
法
と
可
能
性

女性の視点から様々な事例を紹介

関
係
者
の
一
日
も
早
い
復
興
を
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ミ
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第
２
回
漁
港
漁
場
の
品
質

・
衛
生
管
理
対
策
技
術
検
討

会
（
水
産
庁
主
催
）
が
、
２

月
２３
日
、
水
産
庁
会
議
室
で

開
催
さ
れ
た
。

昨
年
１２
月
の
第
１
回
検
討

会
に
お
い
て
議
論
さ
れ
た
生

産
者
に
喜
ば
れ
る
認
証
制
度

の
構
築
、
市
場
段
階
で
の
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
は
不
可
欠

で
あ
り
、
近
隣
漁
港
か
ら
の

陸
送
品
の
取
扱
い
、
市
場
内

に
お
け
る
衛
生
管
理
が
徹
底

さ
れ
た
魚
と
そ
の
他
の
魚
の

差
別
化
、
価
格
へ
の
反
映
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
維

持
、
老
朽
化
し
て
い
る
施
設

の
整
理
と
実
行
方
策
等
の
主

な
意
見
を
踏
ま
え
て
、
今
後

の
対
策
の
指
針
と
な
る
「
漁

港
漁
場
に
お
け
る
品
質
・
衛

生
管
理
対
策
に
つ
い
て
（
骨

子
案
）」（
別
掲
）
が
示
さ
れ

た
。こ

の
中
で
、
品
質
・
衛
生

管
理
に
取
り
組
む
意
義
・
必

要
性
と
し
て
、
水
産
物
の
品

質
を
客
観
的
に
評
価
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
こ
と
か

ら
、
品
質
が
安
定
し
消
費
者

に
対
す
る
信
頼
性
が
向
上
す

る
。
こ
う
し
た
消
費
者
目
線

に
立
っ
た
取
組
み
を
基
本

に
、
更
に
こ
れ
を
活
か
し
た

販
路
拡
大
、
ブ
ラ
ン
ド
化
等

の
意
欲
的
な
取
組
み
の
展
開

で
、
産
地
競
争
力
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
展
望
を
示

し
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
目
指
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
輸
出

の
た
め
の
厳
し
い
衛
生
管
理

基
準
へ
の
合
致
、
生
産
段
階

で
の
品
質
・
衛
生
管
理
、
消

費
者
に
対
す
る
産
地
情
報
と

い
っ
た
新
し
い
視
点
も
必
要

で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

品
質
・
衛
生
管
理
基
準
に

つ
い
て
は
、
目
指
す
品
質
・

衛
生
管
理
の
レ
ベ
ル
が
明
確

に
分
か
る
も
の
と
し
、
こ
の

基
準
が
広
く
運
用
さ
れ
る
た

め
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て

認
定
制
度
が
考
え
ら
れ
、
そ

の
際
、
星
５
つ
、
星
３
つ
な

ど
の
認
証
マ
ー
ク
を
付
与
す

る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
と
述

べ
て
い
る
。

次
回
は
４
月
に
開
催
さ

れ
、
こ
の
骨
子
案
を
基
に
し

て
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て

の
議
論
が
行
わ
れ
る
予
定
。

静
岡
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長：

清
水
泰
焼
津
市

長
）
は
、
例
年
研
修
事
業
の

一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
漁

港
漁
場
漁
村
現
地
研
修
会
を

２
月
１７
日
に
実
施
し
た
。

水
産
業
を
取
り
ま
く
環
境

は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
漁

協
経
営
が
先
の
見
え
な
い
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
盤

と
な
る
漁
港
漁
場
漁
村
の
厳

し
い
状
況
を
踏
ま
え
た
現
下

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
得
る
施

策
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ

に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
地
域
（
地

元
）
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
、
共
通
課
題

を
有
す
る
漁
港
漁
場
漁
村
を

訪
問
し
現
地

関
係
者
と
今

後
の
対
応
な

ど
意
見
交
換

を
行
い
、
本

県
水
産
業
の

振
興
に
寄
与

す
る
こ
と
が

目
的
。
会
員
、

関
係
機
関
、

団
体
の
１６
名

が
参
加
し
、

静
岡
県
の
い

と
う
漁
協
、

神
奈
川
県
の
真
鶴
漁
協
、
小

田
原
漁
港
、
小
田
原
市
公
設

市
場
を
訪
問
し
た
。

い
と
う
漁
協
で
は
、
昨
年

９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
直
営

レ
ス
ト
ラ
ン
「
漁
師
め
し
や

波
魚
波
（
は
と
ば
）
」
の
開

店
に
至
る
経
緯
・
現
状
を
伺

っ
た
。
波
魚
波
は
、
今
後
も

地
元
の
定
置
網
で
獲
れ
た
新

鮮
な
地
魚
を
中
心
に
漁
師
料

理
を
提
供
し
て
い
く
こ
と

で
、
漁
協
の
経
営
改
善
の
新

規
事
業
と
し
て
位
置
付
け
る

ほ
か
、
港
町
か
ら
情
報
発
信

す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化

を
考
え
て
い
る
。

真
鶴
漁
協
は
、
定
置
網
５

ヶ
統
（
自
営
）主
体
の
漁
協
。

荷
捌
施
設
・
地
下
タ
ン
ク
施

設
を
見
学
し
、
漁
協
経
営
の

赤
字
対
策
な
ど
意
見
交
換
を

交
わ
し
た
。

小
田
原
漁
港
で
は
、
平
成

２４
年
３
月
末
完
成
予
定
の
漁

港
埋
立
て
地
区
に
お
い
て
、

小
田
原
特
定
漁
港
漁
場
整
備

事
業
、
漁
港
海
岸
整
備
事
業

及
び
そ
の
進
捗
状
況
の
説
明

を
受
け
、
事
業
効
果
、
今
後

の
事
業
展
開
に
つ
い
て
伺
っ

た
。小

田
原
市
公
設
市
場
で

は
、
市
場
の
衛
生
管
理
と
水

揚
げ
か
ら
選
別
ま
で
の
ラ
イ

ン
説
明
を
受
け
、
施
設
の
見

学
を
し
た
。
市
場
で
は
冷
海

水
装
置
が
完
備
さ
れ
、
鮮
度

保
持
に
努
め
て
い
る
。

静
岡
県
漁
港
漁
場
協
会
は

２
月
２８
日
に
静
岡
市
の
ホ
テ

ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡
で
漁

港
漁
場
担
当
者
実
務
研
修
会

（
後
援：

静
岡
県
）
を
開

催
。
県
庁
・
市
町
や
漁
協
・

水
産
関
係
団
体
・
企
業
等
の

担
当
者
３９
名
が

参
加
し
た
。

静
岡
県
経
済

産
業
部
水
産
業

局
の
日
向
彰
局

長
が
挨
拶
し
、

水
産
庁
漁
港
漁

場
整
備
部
計
画

課
企
画
係
長
の

松
田
定
勝
氏
が

漁
港
・
漁
場
・

漁
村
の
置
か
れ

て
い
る
状
況
と

役
割
、
平
成
２３

年
度
水
産
基
盤
整
備
事
業
予

算
の
概
算
決
定
の
概
要
を
説

明
し
た
。
次
に
、
同
部
防
災

漁
村
課
海
岸
実
施
係
の
中
村

元
太
氏
が
、
海
岸
行
政
・
漁

港
海
岸
・
海
岸
事
業
の
現
状

と
対
策
、
漁
港
海
岸
事
業
予

算
の
概
要
、
津
波
対
策
に
つ

い
て
説
明
を
行
っ
た
。

〇
背
景

一
、
現
状
と
こ
れ
ま
で
の

取
組
（
省
略
）

二
、
課
題
（
省
略
）

〇
漁
港
漁
場
に
お
け
る
品

質
・
衛
生
管
理
対
策

一
、
漁
港
漁
場
に
求
め
ら

れ
る
役
割

（
一
）
漁
港
漁
場
の
位
置
づ

け
・
漁
港
漁
場
は
、
漁
獲
か

ら
食
卓
ま
で
の
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
入
口

・
水
産
物
は
、
い
っ
た
ん

鮮
度
が
低
下
し

た
場
合
、
そ
の

後
の
流
通
過
程

で
鮮
度
の
回
復

は
困
難

・
漁
港
漁
場
で
の
鮮
度
低

下
の
防
止
が
重
要

・
漁
港
に
お
い
て
食
品
と

し
て
の
取
扱
が
行
え
る
よ
う

衛
生
管
理
の
機
能
充
実
が
重

要
・
そ
の
た
め
、
水
産
・
流

通
関
係
者
間
で
、
意
識
を
共

有
し
、
継
続
的
な
取
組
が
必

要（
二
）
品
質
・
衛
生
管
理
に

取
り
組
む
意
義
・
必
要
性

・
品
質
・
衛
生
管
理
の
取

組
み
に
よ
り
、
水
産
物
の
品

質
を
客
観
的
に
評
価
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
水
産
物

の
品
質
が
安
定
し
、
信
頼
性

が
向
上

・
品
質
・
衛
生
管
理
を
水

産
物
取
扱
い
の
基
本
と
し
、

地
域
に
お
け
る
販
路
拡
大
、

ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
組
に
よ

り
、
産
地
競
争
力
が
向
上
す

る
可
能
性

（
三
）
輸
出
へ
の
対
応

・
輸
出
先
国
が
求
め
る
食

品
の
衛
生
基
準
に
合
致
す
る

必
要
が
あ
り
、
中
で
も
Ｅ
Ｕ

へ
は
、
生
産
（
養
殖
場
、
漁

船
）
か
ら
、
加
工
・
流
通
に

至
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
衛

生
基
準
を
満
た
す
必
要

・
平
成
２２
年
末
現
在
に
お

い
て
、
輸
出
水
産
物
認
定
施

設
数
（
水
産
加
工
場
、
冷
凍

施
設
）
の
推
移
を
み
る
と
、

Ｅ
Ｕ
へ
の
施
設
数
は
２２
件

・
Ｅ
Ｕ
向
け
輸
出
が
可
能

な
市
場
は
登
録
さ
れ
て
い
な

い
状
況

・
日
本
か
ら
Ｅ
Ｕ
向
け
に

輸
出
さ
れ
て
い
る
主
な
水
産

食
品
は
、
ホ
タ
テ
、
水
産
練

り
製
品
（
カ
ニ
か
ま
ぼ
こ
）、

養
殖
魚
（
ブ
リ
）
な
ど

（
四
）
新
た
な
視
点

・
生
産
段
階
で
の
品
質
・

衛
生
管
理
の
取
組
み
も
必
要

・
特
に
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
や
養
殖
場
等
に
お
け
る

養
殖
生
産
工
程
管
理
手
法

（
Ｇ
Ａ
Ｐ
手
法
）
に
対
応
で

き
る
よ
う
適
切
な
ロ
ッ
ト
管

理
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

必
要・

さ
ら
に
、
産
地
で
の
衛

生
管
理
の
取
組
を
客
観
的
に

評
価
し
て
消
費
者
に
提
供
す

る
こ
と
が
必
要

・
こ
れ
ら
に
対
応
し
、
客

観
的
な
評
価
が
可
能
と
な
る

新
た
な
品
質
・
衛
生
管
理
基

準
が
必
要

二
、
対
象
範
囲

（
一
）
作
業
工
程
ラ
イ
ン
で

の
範
囲

・
生
産
段
階
で
あ
る
漁
場

か
ら
、
陸
揚
げ
、
荷
さ
ば
き
、

セ
リ
、
出
荷
に
至
る
ま
で
一

貫
し
た
品
質
衛
生
管
理
に
取

り
組
む
必
要
（
漁
場：
養
殖

場
、
蓄
養
場
）

（
二
）
対
象
と
す
る
漁
港
の

範
囲・

全
国
２
９
１
４
漁
港
（
平

成
２２
年
４
月
１
日
現
在
）
の

う
ち
、
主
要
な
水
産
物
の
産

地
市
場
を
有
し
て
い
る
流
通

拠
点
漁
港
が
概
ね
１
５
０
漁

港
・
流
通
拠
点
漁
港
を
対
象

と
し
、
特
に
取
扱
量
が
多
い

特
定
第
３
種
漁
港
は
早
急
な

品
質
・
衛
生
管
理
対
策
が
必

要
・
市
場
統
合
な
ど
に
よ
り

周
辺
漁
港
か
ら
の
陸
送
品
に

対
す
る
品
質
・
衛
生
管
理
対

策
に
も
配
慮

・
岸
壁
で
ト
ラ
ッ
ク
へ
直

接
積
込
む
際
の
対
策
に
つ
い

て
検
討
が
必
要

三
、
手
順
と
対
策

（
一
）
段
階
的
取
組
の
考
え

方
・
老
朽
化
が
進
行
し
て
い

る
施
設
が
、
更
新
で
き
な
い

場
合
に
は
、
品
質
・
衛
生
管

理
の
水
準
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
ソ
フ
ト
対
策
の
充
実
に

よ
る
対
応

・
ソ
フ
ト
対
策
に
よ
る
対

応
で
不
十
分
な
場
合
は
、
ハ

ー
ド
対
策
を
行
う
と
い
っ
た

手
順
を
踏
ん
で
徐
々
に
進
め

て
い
く
と
い
っ
た
概
念
が
必

要（
二
）
手
順
・
対
策

・
現
状
の
荷
さ
ば
き
所
に

お
け
る
品
質
・
衛
生
管
理
の

課
題
を
抽
出
し
、
対
応
を
検

討
・
多
様
な
陸
揚
げ
形
態
へ

の
配
慮
が
必
要

・
陸
送
水
産
物
に
お
け
る

対
策
と
し
て
は
、
運
搬
中
の

品
質
低
下
や
異
物
混
入
防
止

対
策
が
必
要

・
水
産
物
の
適
切
な
ロ
ッ

ト
管
理
の
た
め
、
陸
揚
げ
形

態
や
、
陸
送
水
産
物
を
エ
リ

ア
分
け
す
る
な
ど
の
管
理
が

必
要四

、
推
進
方
策

・
国
民
に
伝
わ
り
や
す
い

明
確
な
目
標
を
設
定
し
、
長

期
的
な
視
点
で
計
画
的
に
推

進
・
地
域
特
性
に
あ
っ
た
柔

軟
な
運
用
が
で
き
る
仕
組
み

が
必
要

・
国
は
関
係
機
関
と
連
携

し
、
国
民
へ
情
報
を
提
供
で

き
る
体
制
を
構
築

・
関
係
者
に
よ
る
協
議
会

等
に
お
い
て
認
識
を
共
有

し
、
管
理
運
営
面
で
の
連
携

が
重
要

・
施
設
に
つ
い
て
、
継
続

的
な
取
組
が
行
え
る
よ
う
基

準
を
活
用

・
基
準
達
成
に
資
す
る
設

備
等
の
拡
充
を
検
討

・
消
費
者
へ
の
情
報
発
信

を
積
極
的
に
行
い
、
普
及
促

進
を
図
る

〇
漁
港
漁
場
に
お
け
る
品

質
・
衛
生
管
理
基
準

一
、
品
質
・
衛
生
管
理
基

準
の
活
用

・
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
取
組
を
推
進
す
る
た
め

に
、
関
係
者
等
に
よ
る
取
組

へ
の
意
識
共
有
が
重
要
で
あ

る
と
と
も
に
、
基
準
に
よ
る

目
指
す
レ
ベ
ル
の
明
確
化

・
施
設
整
備
な
ど
の
事
業

実
施
の
際
、
基
準
を
満
足
す

る
場
合
に
は
優
先
的
に
国
の

補
助
が
可
能
と
な
る
よ
う
な

制
度・

管
理
運
営
の
面
で
基
準

を
活
用
し
た
記
録
・
点
検
等

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

・
品
質
・
衛
生
管
理
の
取

組
を
基
準
に
よ
り
客
観
的
に

評
価
し
、
安
全
安
心
な
水
産

物
の
提
供
が
可
能

・
あ
わ
せ
て
、
地
域
の
取

組
と
し
て
新
た
な
販
路
開
拓

や
ブ
ラ
ン
ド
化
等
に
よ
り
、

魚
価
へ
の
反
映
が
期
待

二
、
認
定
制
度

・
基
準
が
効
果
的
・
効
率

的
に
運
用
さ
れ
る

よ
う
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
が
必
要

・
例
え
ば
、
地

域
の
取
組
を
後
押

で
き
る
認
定
の
仕
組
み
を
検

討
・
第
３
者
機
関
に
よ
り
認

定
さ
れ
た
施
設
は
、
国
が
積

極
的
に
公
表
す
る
な
ど
、
消

費
者
へ
情
報
提
供

・
認
定
さ
れ
た
施
設
で
取

り
扱
わ
れ
た
水
産
物
に
つ
い

て
は
、
他
の
水
産
物
と
の
差

別
化
を
図
る
た
め
、
認
定
マ

ー
ク
を
付
与
す
る
な
ど
も
必

要
・
認
定
後
も
定
期
的
に
評

価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
品
質

・
衛
生
管
理
水
準
を
確
保

水
産
庁
は
水
産
政
策
審
議

会
「
第
２６
回
漁
港
漁
場
整
備

分
科
会
」
を
２
月
２８
日
、
東

京
・
霞
ヶ
関
の
農
林
水
産
省

で
開
い
た
。

島
根
県
出
雲
市
境
川
漁
港

の
区
域
の
変
更
に
係
る
認
可

申
請
に
つ
い
て
の
諮
問
の
ほ

か
、
島
根
県
浜
田
市
浜
田
漁

港
の
管
理
者
が
行
っ
た
区
域

内
の
工
作
物
除
去
命
令
に
係

る
行
政
不
服
審
査
請
求
に
つ

い
て
諮
問
が
な
さ
れ
た
。

２
月
１
日
（
火
）

青
森
県
漁
港
漁
場
協

会
専
務
理
事
原
口
健
二

氏
２
月
９
日

（
水
）

岩
手
県
漁

港
漁
村
協
会

専
務
理
事
船

越
穣
氏

２
月
１４
日
（
月
）

鳥
取
県
港
湾
・
漁
港

協
会
書
記
筧
史
子
氏

２
月
１５
日
（
火
）

青
森
県
漁
港
漁
場
協

会
専
務
理
事
原
口
健
二

氏
、
同
協
会
総
務
課
長

高
橋
猛
氏

富
山
県
漁
港
漁
場
協

会
書
記
中
山
泉
氏

２
月
１７
日
（
木
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

田
中
会
長
及
び
福
田
業

務
課
長
は
和
歌
山
県
へ

出
張２

月
２８

日
（
月
）

富
山
市

農
林
水
産

部
農
業
水
産
課
水
産
漁

港
係
長
谷
井
隆
彦
氏
、

同
課
水
産
漁
港
係
技
師

森
大
祐
氏

���������	 
��

認
証
制
度
活
用
で
魚
価
向
上
を

漁
港
漁
場
の
品
質
・
衛
生
管
理
対
策
技
術
検
討
会

自
２
月
１
日

漁漁

港港

往往

来来

至
２
月
２８
日

境
川
漁
港
の
区
域
変
更
な
ど
諮
問

水
政
審
が
第
２６
回
漁
港
漁
場
分
科
会

真
鶴
・
小
田
原
漁
港
な
ど
見
学

静
岡
県
漁
港
漁
場
協
会
が
現
地
研
修
会

漁 港 漁 場 月 報

いとう漁協や真鶴漁協などを訪問

実務研修会の様子

漁漁
港港
漁漁
場場
にに
おお
けけ
るる
品品
質質
・・
衛衛
生生
管管
理理
対対
策策
（
骨
子
案
・
抜
粋
）

昭和３０年４月８日第三種郵便物認可

実
務
研
修
会
も

����


